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高等教育段階の英語教材は専門性が高いため，点訳・
音訳教材はほぼ皆無であり，視覚障害学生は学習のたび
に市販教材をテキスト化・点訳依頼する必要がある。だが，
書籍 1 冊の点訳には時間を要するため，授業の進行，資
格試験対策，進学対策等への時宜を逸してしまうことがあ
る。このことは，学習意欲の著しい低下を招く。

視覚障害学生のための情報補償としては，スクリーンリー
ダーや拡大文字等が広く利用されているが，筆者はそれで
は十分ではないことに気づいた。特にさまざまなタイプの試
験問題等の設問形式が相当する。問題のパターンによっ
ては，一般的な＝「技術的な」情報補償方法のみでは「補
償」になっていないのである。教材内容自体に情報補償
機能を設けることの必要性を発案し，平成 25 年度科学研
究費補助金（挑戦的萌芽研究）「視覚障害者対応の『情
報補償コンテンツ』型 e-learning システムの研究」では，
視覚障害学生の英語自主学習に伴う上記困難の解決に
挑戦した。市販教材のテキスト化・点訳等にとどまらない，
教材自体の情報補償＝「情報補償型コンテンツ」の開発
を行った結果，全盲学生もTOEIC 対策が可能となり受験
に道が拓かれ，高得点者を複数出すなど，その効果が確
認できた。

一方で，利用者が増えるにつれ，視覚障害の程度・態
様が多様な学生すべてに対応することのできない以下のよ
うな課題も見えてきた。

1） プルダウンメニューは，全盲学生には音声のみで解答
でき有効だが，弱視学生には，画面拡大すると問題
文全体が把握できず見づらくなってしまうことがある

2） 画面拡大を行うと，一文字一文字は見えやすくなるが，
文全体が一度に表示されないことがあり，文意が取り
づらくなる

3） 日本語訳等の記述問題は，音声使用学生（全盲学
生）にとっては，漢字の変換ミス・数種類の正答パター

ンのどれかに完全一致する正答パターンがなかった
ために誤答となる・スクリーンリーダーが半角スペース
を読み上げないので空けてしまった半角のために誤答
となる等，能動性を低下させる問題が起きやすい

4）弱視・視野狭窄等の学生に共通の課題として，拡
大すると画面全体を把握できないため，画面端の問
題番号・ナビゲーションが表示されず，どの問題を解
いているのか分からなくなることがある。

　（逆に，全盲学生は，「ナビゲーションに飛びやすく，ど
こまで解いておいたのかすぐ分かるので取り組みやす
い」という意見が少なくなかった）

これらの問題点は，技術的な情報補償では限界があり，
能動的学習への意欲を削ぐ結果を招きかねない。そこで
本研究では，前研究で見出された問題点を改善し，多様
な視覚障害対応の「改良型『情報補償型コンテンツ』」
開発を目標とした。先行研究において，晴眼者用の教材を
ICT 環境で情報補償したものはいくつか存在するが，技術
的な情報補償のみでは視覚障害者にとって不十分であるこ
とが分かり，前研究では，問題構成自体にも情報補償機能
を設けた新たな試みを行った。

本研究では，さらにそれを多様な視覚障害対応に改良し，
将来的にはすべての視覚障害学生の自主学習を可能とし，
その教育効果を測定して，自己調整能力を涵養するという
教育効果アセスメントシステムの確立をめざすための第一歩

視覚障害者のための英語教育アセスメントシステムの確立にむけた
「改良型情報補償型コンテンツ」開発

太田智加子

筑波技術大学　障害者高等教育研究支援センター

キーワード：改良型「情報補償コンテンツ型」e-learningシステム，英語自主学習支援，視覚障害
学生，教育アセスメント，自己調整学習

筑波技術大学テクノレポート Vol.27 (1) Dec. 2019

図1　ナビゲーション画面（画面右端上）



─  129  ─

とした。国内外に同様の研究事例は見られず，独創性・
新規性において，学術的意義を有するものと考えている。

前年度は，視覚障害者対応「情報補償型コンテンツ」
の開発を行った。今年度は，前研究にて見出された問題
点を分析し，改良をくわえた「改良型『情報補償型コンテ
ンツ』」教材を作成し，将来的な教育効果アセスメントシス
テム確立への第一歩とした。視覚障害者対応の，ICT 技
術を用いた英語自主学習支援教材は国内にもいくつか存
在するが，問題構成自体にも情報補償機能をくわえた「情
報補償型コンテンツ」は，国内初の試みである。さらに，
多様な視覚障害に対応するため独自の改良をくわえた教材
は，国内外ともに存在せず，独創性に富むと考えている。

具体的には，以下の通り，前研究の「情報補償型コン
テンツ」の問題点を分析し，一部改良を行った。なお，予
算の制約上，業者委託が必要なプログラム部分の改良ま
では行うことができず，研究実施者において可能な改良の
みを行った。

1）前研究「情報補償型コンテンツ」の問題点分析
　・各学生の文法力を高めるために，課題として「情報

補償型コンテンツ」の文法問題を中心に解いてもらい，
使用感・改善が必要と感じた点・使いやすかった点
等について，フィードバックをもらった

2）前研究で見出された問題点の洗い出し・まとめ
　・視覚障害の態様・程度等×見出された問題点の種別

ごとに類別，グルーピングした
3）前研究の一部改良
　・上記 1）の結果にもとづき，前研究のコンテンツを改良
なお，研究体制と役割分担については，申請者が１人で，

統括・立案・調査実施・結果分析を行った。
予算の制約上，今年度は，ごく一部の改良をくわえること

ができたのみであるが，「改良型『情報補償型コンテンツ』」
作成により，より多様な視覚障害に対応した英語自主学習
支援システムを提供できるとともに，全国の視覚障害学生へ
の福音ともなりうる一歩を踏み出せたと考えている。

なお，副次的効果として，学生による自己調整学習能力
の涵養を行えた。学生への課題として，前期は「高校英
文法復習」「中学英文法演習」のいずれかから，現状の
英語力自己分析にもとづいて必要と考えた方を自由に選択
してもらい，選択理由も述べてもらった。苦手で克服が必
要と感じている文法項目についても述べてもらった。それで
も，高校文法はほぼ理解していると考えているため，別の
教材を解きたい旨申し出る学生がいるなど，学生の自己調
整能力が既に開花していると見受けられる事例もあった。

後期は，「中学英文法演習」「高校英文法復習」「単
語集」「TOEIC 対策」の４種類の教材から，自己に必要
と思われる教材を自由に選択してて解いてもらい，その教材

の選択理由も述べてもらった。各学生が，現状の自己学力
分析，近い将来の進路選択，進学試験，「TOEICを受け
たことがないので」といった理由等々で，のびのびと自己学
習した形跡が見て取れた。視覚障害者にとって使いやす
い点，改善を要する点等に関するコメントも，真摯なものば
かりであった。

主目的であった教材改良は，予算の都合上あまり実現で
きなかったが，学生の自己調整学習能力という教育効果が
得られたことは大きな実りであり，今後も続けていきたいと考
えている。
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